
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》
① ブックスタート及びブックスタートプラス事業　1,525,654円

・

《事業概要》
1 花巻図書館　ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ､ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗｽ 毎月各2回(保健ｾﾝﾀｰ)

2 大迫図書館　ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ ､ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗｽ 各年6回 (大迫保健ｾﾝﾀｰ) 　

3 石鳥谷図書館　ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ､ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗｽ各年6回(石鳥谷保健ｾﾝﾀｰ)

② 東和図書館　ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ 年4回､ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗｽ 年6回（東和保健ｾﾝﾀｰ)

・
1 花巻図書館　お話会(0～2歳,3～4歳,5～6歳、小低学年対象）毎月各1回

2 大迫図書館　お話会（ブックスタートと併せ）・お話出てこい（月1回）　

3 石鳥谷図書館　おはなし会（毎月2回）、お楽しみ会　奇数月1回

4 東和図書館　読み聞かせ会　月1回

③ こども読書くらぶ事業　212,811円
・

《事業展開の留意事項》
1 謝礼　　　3,000円
2

《成果指標》
24 25 26

読書活動推進については、従前から各図書館で実施してきたが、平成13年に「子どもの読書活動
の推進に関する法律が公布・施行され、この法律等に基づき、花巻市においても「子ども読書活
動推進計画」を策定し、読書活動の推進を図ってきた。

○ブックスタート及びブックスタートプラス事業
　保健センターで開催される11ヶ月児育児学級及び1歳6か月児健診時に合わせて絵本を贈り読書
指導を行う。
○読み聞かせの開催
　乳幼児親子～小学校低学年を対象に「お話し会」開催する。
○こども読書の設置
　子どもの読書推進のため、会員制の「こども読書くらぶ」を設置し、各図書館のテーマ別活動
を通じて読書習慣の定着化や本と親しむ喜び、調べ学習のコツなどを体得させる。

市民参画の有無 〔 対象外 〕

単位

（総括表）読書活動推進事業
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② 読み聞かせ参加者数 人
目標 1,920

①

実績

区分 年度(実績) 年度(実績)

実績 91 91

一般財源 5,905 6,066

保健センターで開催される11か月児育児学級(ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ)及び1歳6か月児健診(ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗ
ｽ)に合わせて、絵本を贈り読書指導を行う。

ボランティア謝礼 141,000

ブックスタート及びブックスター
トプラス参加率

％
目標 85 90

読書活動の推進

地方債
財
源
内
訳

国県支出金

6,063

6,066 6,063

その他

年度

事 業 費
5,905 6,066 6,066

年度 当初(現計) 補　正 25 年度 26
～ 平成 年度〕

25

吉田郁子 8-383

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成 年度

（内線）

一般 10 05 03 0401 読書活動推進事業 人づくり 生涯学習部 花巻図書館

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

平成 25 年度事務事業マネジメントシート 〔 事後評価 〕

担当係長分 野 担当部(機関) 担当課(機関)

消耗品代　　　 1,368,654
切手代 　　　　　 16、000円

乳幼児親子～小学生低学年を対象とした読み聞かせの実施。
社会教育指導員報酬2人

需用費　　　209,811円

連

連携

携
連携

携

携
連

読み聞かせ事業　4,165,566

社会保険料等 　　　　 517,806
読書ボランティア等謝礼
消防品代　　　　　　  11,130円

会員制の「こども読書くらぶ」を設置し、各図書館のテーマ別活動を通じて読書習慣の定
着化や本と親しむ喜び、学習のコツなどを体得させる。

こども読書くらぶ事業 

岩手県子どもの読書活動推進計画（第2次）（H21.6月策定）・・県 

花巻市子ども読書活動推進計画（第2次）（H24.4月策定）・・市 

子どもの読書活動の推進に関する法律（H13.12月公布）・・国 

ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ･ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾌﾟﾗｽ事業 読み聞かせ事業 
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市立図書
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団体・講師 

くらぶ会員 

教委・小中

高校 

家庭・地域・保育
園・幼稚園・学校 

読書活動の推進体制 



《環境変化、意見・要望》

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》  事業費・人件費の削減余地

事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》

24 25 26

24 25 26

・早い時期から読書に触れ合ってもらうために、ブックスタートに加え平成24年度からブックス
タートプラスを実施し、参加者の増加と読書指導の定着を図ることができた。
・読み聞かせは、読書習慣を定着するうえで、参加者の多尐にかかわらず継続して実施すること
が必要である。

（附表）読書活動推進事業
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平成 25 年度事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

読書活動推進事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

有
効
性

目的

一般 10 05 03 0401

地域で支える子育てと教育のまち
づくり

豊かな心を育む生涯学習の推進
政　策

・従来の11か月児育児学級に実施していたブックスタートに加え、Ｈ
24年度から1歳6か月児健診の際にブックスタートプラス事業として実
施することから参加率の向上が見込める。
・事業の実施に当たってはチラシの配布やポスター掲示、図書館ホー
ムページ、市広報誌、ＦＭワンでの図書館インフォメーションの活用
により周知を図る。

対象 乳幼児～中高生の市民及び関係者

意図
乳幼児親子への絵本の配布や読み聞かせ指導、乳幼児～小学生低学年を対象にした「お話し会」を開催し、
本に親しみながら親子のふれあいを深め、子どもの感性を磨き想像力を高める。

目
的
妥
当
性

・子どもの読書活動の推進に関する法律および第二次花巻市子ど
も読書活動推進計画に基づき、市が読書活動の環境の整備を推進
するものである。

総合
計画 4

施　策

効
率
性

・事業費は配布する絵本の購入費や非常勤職員報酬がほとんど
で、読み聞かせボランティアの協力で実施しており削減の余地は
ない。
・人件費はブックススタート等は保健センターでの育児学級や健
診時に合わせて実施し、読み聞かせは図書館の開館時間内に行っ
ており削減の余地はない。

○ブックスタート及びブックスタートプラス事業
　保健センターで開催される11ヶ月児育児学級及び1歳6か月児健診時に合わせて絵本を贈り読書
指導を行う。
○読み聞かせの開催
　乳幼児親子～小学校低学年を対象に「お話し会」開催する。
○こども読書の設置
　子どもの読書推進のため、会員制の「こども読書くらぶ」を設置し、各図書館のテーマ別活動
を通じて読書習慣の定着化や本と親しむ喜び、調べ学習のコツなどを体得させる。

公
平
性

・市内全域の乳幼児等を対象としており公平・適正に実施されて
いる。

市民参画の有無 対象外

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

読書活動の推進

年度(実績) 年度(計画)

①
ブックスタート及びブックスター
トプラス実施回数

回
計画 80 80 80
実績 82 82

② 読み聞かせ実施回数 回
計画 78 78 78
実績 78 78

③
計画

実績

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

①
ブックスタート及びブックスター
トプラス参加率

％
目標 85.0 90.0 94.0
実績 91.3 91.2

② 読み聞かせ参加者数 人
目標 1,920
実績 1,737

③
目標

概ね目標値どおり 目標値より低い

1,545
1,940 1,940

要因分析

　ブックスタート及びブックスタートプラスは、保健センター事業に合わせて実施しており、参
加率が高く多くの幼児に読書指導を行うことができた。読み聞かせは前年度より参加者数が減尐
したが、開催日の天候や学校、保育園等の行事等により左右されることから、そのときの状況に
より参加者の増減が生じる。

実績

達成度 目標値より高い


